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評価対象種：キハダ(伊豆諸島海域） 

令和 6 年４月 

  

東京都におけるキハダ漁 

〇漁業：主に八丈島、三宅島、小笠原諸島周辺海域で周年漁獲される。 

〇漁法：ひき縄・はえ縄・定置網により漁獲される。 

〇管理：三宅島及び八丈島では東京都資源管理方針に基づく資源管理協定を策定し、はえ縄漁業（三宅

島）、ひき縄等の一本釣り漁業（八丈島）において、自主的資源管理（禁漁期間の設定）に取り

組んでいる。 

資源の水準と動向「中位・減少」 

 

生態学的特性 

〇分布・回遊：日本沿岸では北海道以南に分布し、伊豆諸島以南の太平洋側から南西諸島にかけて多く

分布。沖ノ鳥島周辺海域でキハダ仔稚魚が採集される。1) 

〇年齢・成長：尾叉長は 1 歳で 45 cm、2 歳で 80 cm 、3 歳で 100 cm 程度 2)、寿命は 7～10 歳と推定

される。3) 

〇成熟・産卵：産卵は周年、表面水温 24℃以上の海域で行われると推定される。4) 

〇被捕食関係：仔魚期の餌生物はカイアシ類、枝角類が主体で、稚魚の胃内容物には魚類が多く、次い

で頭足類が多い。成魚は魚類を主に甲殻類，頭足類等幅広い生物を捕食する。5) 

性は 

 

 

東京都 

図 2 ひき縄漁業における CPUE の年変動率 

 

図 1 水揚量と CPUE の推移 
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2000 年以降の伊豆諸島海域におけるキハダの水揚量

は、大きく変動しつつも 2014 年以降は概ね増加傾向

にあり、最大値は 2021 年の 188 トンであった。（図

1）。CPUE（ひき縄漁業１日１隻あたりの水揚量）は

2014 年以降増加傾向にあるが、2023 年は 58 kg/日・

隻で、前年比 67％であった（図 2）。 

本資源評価票での資源量指標は CPUE とした。

2023 年における資源の水準は、CPUE が最大値とな

った 2009 年の 111 kg/日・隻の 1/3 以上 2/3 未満であ

る 58 kg/日・隻のため「中位」とした（図 1）。 

資源の動向は、直近 5 年間の CPUE から算出した年

変動率が－5.49％で、年間 5%以上の減少が見られたた

め「減少」とした（図 2）。 

https://kokushi.fra.go.jp/R05/R05_14_YFT-WCPO.pdf
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